
2008 年度創価大学工学部一般入学試験における出題について 

 
 2008 年 2 月 15 日（金）の 2時限に実施しました、工学部の一般入学試験の選

択科目「生物」の出題（問題 ４ の問５）について、選択肢のなかに正答が無

いことが、試験実施後の問題内容の検証で判明いたしました。 

つきましては、慎重に検討した結果、受験の公正を期し、下記の通り対応す

ることといたしましたのでお知らせいたします。 

 

                  記 

 

１． 試験実施日  ２月１５日（金） 

２． 合格発表日  ２月２２日（金） 

３． 対象学部   工学部 

４． 試験科目名  生物（選択科目）※受験者は 76 名 

５． 内   容 「生物」の問題 ４ は生殖細胞である配偶子の形成に関

する問題で、問５は卵のもととなる第一卵母細胞がどの

ように分裂して卵が形成されるかについて、説明文中の

空欄＜エ、オ、カ、キ＞にあてはまる語句の組み合わせ

を選ぶものでしたが、正答である＜エ：二次卵母細胞、

オ：第一極体、カ：前期、キ：成長＞の選択肢がないま

まで出題していたことが判明しました。 

６． 対応措置   上記５を考慮して、「生物」の問題 ４ の問５について、

当該科目の受験生全員を正解といたします。 

 

受験生の皆さま並びに関係者の方々には多大なご迷惑をおかけしましたこと

を、深くお詫び申し上げます。今後このようなことのないよう、再発防止に努

めてまいります。 

 

2008 年 2 月 19 日創価大学入試事務室 

（042-691-4617） 

 


